
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1002 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂版 「生物」（数研出版） 

副教材等 センサー総合生物（啓林館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、単純に「覚える」ことを重視するのではなく、「疑問を解決する」ことを中心に学

習してもらいます。「なぜ～～になるのだろう」を解決する過程で一連の流れとして理解してい

きます。 

・ノートを準備してください。できるだけルーズリーフは避けてください。問題集用と分けるの

もいい手法です。ノートは板書を転写するのではなく、授業中はメモを取るようにし、必ずその

日のうちに復習しノートをまとめてください。 

問題演習は教科書やノート・正答を見ながら行うのではなく、きちんと学習してから行うように

してください。 

・不思議に思ったこと、疑問に思ったとこは後回しにせず、その場で声をあげてみてください。

一緒に考えましょう。 

２ 学習の到達目標 

生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うこ

となどを通して，生物や生物現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。 

（1） 生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，

実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

（2） 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

（3） 生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自

然環境の保全に寄与する態度を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

学習の過程におい

て、正答を求めるの

ではなく、習得した

「知識・技能」を活用

し自らの判断として

論理的に答えを導く

努力をしているか。 

習得した「知識・技

能」を活用して課題

を解決できる思考

力・判断力・表現力な

どを身につけている

か。 

生物の進化、生命現

象と物質、遺伝現象

の発現と発生、生物

の環境応答、生態と

環境について、実験

操作の基本的な技術

の習得ができている

か。 

生物の進化、生命現

象と物質、遺伝現象

の発現と発生、生物

の環境応答、生態と

環境について、基本

的な知識の習得が

できているか。 

評
価
方
法 

学習状況 

ノート 

実験・観察レポート 

 

実験・観察レポート 

定期考査 

 

ノート 

実験・観察レポート 

 

ノート 

定期考査 

確認テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

生
命
現
象
と
物
質 

細胞と分子   ○ ○ a:DNA と遺伝子・染色体の関係

を理解するとともに生命活動

を維持するためにタンパク質

合成が重要であることに関心

を持つ。 

b:多様なタンパク質が生命活

動に必要であること、バイオテ

クノロジーが近年の人間生活

に必須となっていることを表

現できる。 

c:細胞の観察や酵素の働きな

どの実験において、必要な技能

を習得している。 

d:すべての生物に「細胞・代謝・

遺伝」が共通していること、ま

たそれぞれの仕組みについて

理解している。 

学習状況 

 

ノート 

 

実験・観察レ

ポート 

 

定期考査 

 

確認テスト 

代謝  ○ ○  

遺伝情報の発現 ○ ○   

生
殖
と
発
生 

生殖と発生    ○ a:発生・生殖の仕組みを理解し

ようとする。 

b:発生の過程が生物によって

共通であることを考察・表現す

る。 

c:観察を通して発生の過程を

理解する。 

d:配偶子形成について動物と

植物の違いを踏まえて理解す

る。 

学習状況 

 

ノート 

 

実験・観察レ

ポート 

 

定期考査 

 

２ 

生
物
の
環
境
応
答 

動物の反応と行動 ○  ○  a:生物が外界からの刺激を受

け、反応する過程をそれぞれの

器官の働きを含めて理解しよ

うとする。 

b:興奮の伝導・伝達について、

動物の行動や植物の花芽形成

などについて考察する。 

c:盲班の観察や膝蓋腱反射の

実験を通して実際に体験し、考

察する。 

d:それぞれの学習内容から、生

物が外部環境に反応している

ことを理解する。 

学習状況 

 

ノート 

 

実験・観察レ

ポート 

 

定期考査 

 

確認テスト 

植物の環境応答  ○  ○ 



 

※令和３年度以前入学生用 

生
態
と
環
境 

生物群集と生態系 ○ ○   a:ヒトの活動と地球環境との

関係性について理解を深めよ

うとする。 

b:生態系のはたらきや物質循

環について考察する。 

c:生物多様性の減少について

その原因を探求する。 

d:生態系の構造やはたらきを

理解し、我々もその一員である

ことを考える。 

学習状況 

 

ノート 

 

実験・観察レ

ポート 

 

定期考査 

 

生
物
の
進
化
と
系
統 

生命の起源と進化 ○    a:地球の歴史、生命に起源につ

いて関心を持ち、進化の流れか

ら分類の必要性を理解する。 

b:長いスケールの時間軸に対

し概要を理解する。 

c:遺伝子浮動のシミュレーシ

ョンを行い、遺伝子頻度に変化

がないことを理解する。 

d:自然選択制を中心に現代の

進化説を理解する。 

学習状況 

 

ノート 

 

定期考査 

 

３ 

生物の系統 ○   ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


